
２軸レール変位検出装置

変位計と角度検出器により
レールを三角測量して、
上下・左右両方向の変位を
同時に求めます。 ※ 特許第3498015号
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２回積分の特性 10m弦正矢法の特性 合成した特性

× ＝

慣性正矢法の原理－積分正矢複合演算

右端の図に示すように「慣性正矢法」は安定した演算ができ、
しかも出力が正矢法と同じ波形になります。
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慣性正矢軌道検測装置 
Inertial Mid-chord Offset Track Inspection System 

【概要】 
 慣性測定法に正矢法の演算を組
み合わせ、これまでの正矢法の検

性慣「るきで力出 が形波じ同と車測
正矢法」を用いた よに想発いし新 、
る小型 測検道軌のトスコ低 で量軽・
装置です。 

【特徴】 
• 装置は小型で、取付車両に応じ、 
 台車装架形と車体装架形が 
 提供できます。 
• 汎用部品を用い、できる限り 
 低価格を目指しています。 
• 曲線正矢を含め、正矢法と同等の 
 波形が出力されます。 
 

【用途】 
• 自動動揺計と同じ感覚で検測できる営業列車用検測システムに。 
• 他分野の検測機構と組み合わせて、総合検測車に。 
• モータカーなどに取付け、簡易検測車に。 
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精度確認試験結果

九州新幹線用台車装架型軌道検測装置

● 現行の検測車による
　　検測結果とも
　　良好な一致が
　　得られています。

●　2009年、800系1000番台車両に採用されました。

車体装架型軌道検測装置(量産先行機)
●　2013年5月から京浜東北線で実稼働試験が行われています。

画像提供：JR東日本 テクニカルセンター
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特許第3411861号 
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